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昭
和
五
十
四
年
三
月

絵
図
を
検
討
す
る
な
ど
熱
心
な
調
介
の
結
果
、

昭
和
丘
十
一
．
一
年
度
の
歴
史
の
直
調
在
の
一
環
と
し
て
、
凋
在
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
「
奥
の
細
道
」
は
、
俳
人
松
尾
芭
蕉
、
門
人
河
合
曽
良
の
り
路
と
し
て
有
名
て
あ
り
ま
す
ぃ

し
か
し
、
岩
手
県
内
の
路
行
利
に
つ
い
て
は
詳
細
な
品
録
か
な
く
、

ぎ
ま
し
た
。

_5叫
を
決
定
す
る
こ
と
か
で
き
、
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
か
つ
休
系
的
に
調
在
を
実
施
し
、

本
甚
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
お
よ
ひ
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
は
幸
い
て
あ
り
ま
す
ら

な
お
、
調
在
に
御
協
力
い
た
た
い
た
調
在
員
各
位
な
ら
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
、
諸
賓
料
を
提
供
し
て
く
た
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

序

教

有

長

畑

山

新

信

岩

f
県

教

ぷ
fj

委

員

会

そ
の
た
め
凋
在
す
べ
き
「
道
」
を
決
定
す
る
の
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
か
、
幸
い
調
在
員
各
位
が
参
考
文
献
や
Iti

そ
の
成
果
を
集
成
す
る
こ
と
が
て
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六
、
本
ゼ
＂
は
、
文
化
諜
か
編
集
に
あ
た
っ
た
。

四
、
本
書
は
伊
勢
菩
吉
と
千
田
一
司
の
共
同
執
筆
に
よ
る
も
の
て
あ
る
。

五
、
調
在
の
方
法
は
、
地
区
凋
在
員
か
調
在
カ
ー
ト
を
作
成
し
、
凋
在
カ
ー
ト
に
も
と
｀
‘
つ
き
専
門
凋
在
員
か
確
認
調
脊
を
行
な
っ
た
。

補

助

員

大

村

尚

視

岩
手
大
学
教
育
学
部
学
生

補

助

員

斉

藤

恵

芙

f

岩
手
大
学
教
育
学
部
専
攻
科
学
生

補

助

員

高

橋

哲

郎

地
区
調
介
員
（
花
泉
町
）

岩
手
大
学
文
部
技
官

増

子

恭

太

郎

花

泉

町

文

化

財

調

在

員

地
区
調
雀
員
（
全
道
）

千

田

司

一
関
市
舞
川
公
民
館
長

一
、
本
書
は
歴
史
の
道
「
奥
の
細
道
」
に
関
す
る
報
告
内
て
あ
る
し

二
、
本
調
在
は
上
と
し
て
次
に
あ
け
る
も
の
を
収
集
し
、
謁
在
を
実
施
し
た

3

収
集
し
た
も
の

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

地
区
調
封
員
（
全
道
）

伊

勢

善

吉

一
関
市
一
関
公
民
館
長

専

門

渦

脊

員

吉

田
義
昭
盛
岡
市
教
委
文
化
財
専
門
＂
只

専

門

調

在

員

細

井

L_, 
一1:n

岩
手
大
学
教
授

主
任
専
門
凋
在
員

草

間

俊

府
手
大
学
教
授

一
、
本
調
査
の
調
在
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
て
あ
る
。

イ ァ
い

調

在

し

た

市

項

日

例

口
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ひ

ら

い

．

つ

み

ぎ

き

っ

た

へ

じ

ん

せ

ぎ

庄

れ

+
―
―
日
、
平
和
泉
と
心
ざ
し
、
あ
ね
は
の
松
・
緒
だ
え
の
橋
な
ど
聞
博
て
、
人
跡
稀
に

ち

と

し

よ

ぜ

ら

ゆ

ぎ

つ

ひ

み

ち

（

へ

）

い

し

庄

ぎ

み

た

と

雉
兎
萄
裾
の
往
か
ふ
道
そ
こ
と
も
わ
か
ず
、
終
に
路
ふ
み
た
が
え
て
石
の
巻
と
い
ふ
治
に

い

、

つ

ざ

く

た

て

庄

つ

り

か

い

し

や

ら

く

わ

い

せ

ん

い

り

え

出
。
こ
か
ね
花
咲
と
よ
み
て
奉
た
る
金
化
山
洵
上
に
見
わ
た
し
、
数
百
の
廻
船
入
江
に
つ

と
ひ
、
人
家
地
を
あ
ら
そ
ひ
て
年
叫
の
岬
」
＞
つ
ゞ
け
た
り
(

m

U

ひ
か
け
す
斯
る
所
に
も

4
れ

や
ら
や
く

る
哉
と
、
宿
か
ら
ん
と
す
れ
と
更
に
宿
か
す
人
な
し
漸
ま
と
し
ぎ
小
家
に
ー
役
を
あ
か

あ

く

ゆ

く

カ

ベ

し
て
、
明
れ
は
又
し
ら
ぬ
道
ま
よ
ひ
／

1
1，
袖
の
わ
た
り
・
圧
ふ
ち
の
牧
•
ま
の
こ
宜
は
ら

こ

る

か

ゆ

く

（

う

）

と

い

1

い
ふ

な
ど
よ
そ
め
に
み
て
、
虚
な
る
捉
を
／
い
い
心
細
ぎ
に
紹
に
そ
ふ
て
、
炉
几
府
と
ぷ
所
に
＾

そ
り

宿
し
て
十
泉
に
到
る

C

其
間
廿
餘
屯
ほ
ど
、
お
ほ
ゆ
'

え

い

え

う

い

つ

す

ゐ

ら

ち

だ

い

も

ん

あ

り

ひ

，

て

へ

＇

つ

＿
―
-
代
の
榮
杯
二
呻
の
中
に
し
て
、
大
門
の
跡
は
；
里
こ
な
た
に
有
秀
徊
か
跡
は
田
野
に

た
り

i
っ

た

か

だ

ら

た

い

が

成
て
、
令
鶏
山
の
み
形
を
筏
す
先
．
り
悶
記
に
の
ほ
れ
は
、
北
上
川
南
部
よ
り
流
る
、
大

lnI

じ

ゃ

う

わ

ち

い

る

や

す

ひ

ら

也
し
衣
川
は
和
泉
か
城
を
め
ぐ
り
て
、
占
臼
舘
の
ド
に
て
大
河
に
洛
入
）
康
衡
笠
か
化
跡

せ

ぎ

へ

だ

て

え

ぞ

は
、
衣
が
関
を
島
て
南
部
口
を
さ
し
堅
め
、
夷
を
ふ
せ
ぐ
と
み
え
た
り
侶
も
義
臣
す
ぐ

こ

の

し

ろ

く

さ

h
ら

し

や

う

つ
て
此
城
に
こ
も
り
、
功
名
一
時
の
芯
と
な
る
。
「
國
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て

ら
も

"
F
r
日
み
た
り
」
と
笠
打
敷
て
時
の
う
つ
る
ま
で
川
を
落
し
侍
り
ぬ
し

平

泉

ほ
そ
辺
』
に
は
、

路
に
閃
す
る
晶
述
か
岡
平
て
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
て
あ
る

即
ち
、

芭
蕉
の

[
お
く
の

と
い
う
の
は
、

『
お
く
の
は
そ
消
こ
の
ー
叫
巾
か
半
呆
に
関
す
る
部
分
を
除
い
て
、
’
り

み
た
。

に
お
い
て
さ
え
、

決
定
的
な
路
行
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
に
巳
見
の
二
政
を

「
お
く
の
ほ
そ
道
一
に
つ
い
て
、
年
米
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
従
来
の
諸
説
は
今

回
我
々
か
凋
査
す
べ
き
「
道
L

に
つ
い
て
は
詳
細
を
欠
き
、

ま
え
が
き

ま
た
、
専
門
的
諸
先
生
方

シ
テ
付
、
布
ス
。

till 

~
ー
·
ヽ

L
,
1
1
 

「

9
'

じ

r

＿
ぃ

1
0
V
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ヽ

位
郡
之
内
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四
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気

古
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閃

7

立
四
リ
宕
綺
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閃
隅

（
栗
瓶
郡
也
°

仄ー・
J
l
l」
レ

令

g
l
l
I
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J

ン`
ミ

ン
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ヽ

牝
械
劫
院
跡
見
~
＼
中
ノ
ー
虹
帰
ル
し

＇ 

）よ＇／
d

，
 

ー
水
風
呂
敷
7

ク

ガ

'" ィi
ャ
ヘ
イヽ

(I 

・
ト
町
打
由
月
山
・
，
1
1
1
1
)
日JL

几
，
舒
咋
ハ
別
常
惰
ー
ニ

r

小＇

泉
城
ヨ

n
西

ら
川
・
さ
く
ら
山
・
侶
平
や
し
き
等
を
見
ル
い
社
山
見
ゆ
ル
ト
云
庄
見
ヘ
ス

タ
ッ
コ

ト
：

•
•
I
I、
大
，
瓜
叫

伊
料
八
幡
心
〕
リ
余
リ
肉
也

平
ト
ー
ム
庄
弐
リ
ニ
近
シ

巳
ノ
剋
ョ
リ
ヤ
呆
へ
趣

ー
・
ヽ
ー
人
'
,
じ
＼
ー
，

1

ヽ

I
I

へ

t
ー

ニ

hfJ

リ
U
ノ
ー
，
リ
半
じ
！
］

.
L
I
 別

山
，
案
内

，
閃
氾
．

1
1

．
衣
ノ
州
・
ト
杓
守
•
（
光
堂
・
泉
城
・
さ
く

令
色
堂

、
ト
ー
［
衣
）

l

，L

llg―
―
り
、
皆
山
坂
也

c

IJy ‘一日

t
 

i~• 

し
ど
庄
へ

尿
削
の
閃

q

ノ
閃
黄
昏
二
着
。
合
羽
モ
ト
ヲ
ル
也
し
宿
ス

旱
―
『
戸
今
を
立
＇

『
曽
良
随
竹
日
1nL
』
に
は

長
根
町
庄

リ
上
沼
新
田
町

（
陶
降
出
几
゜

な

ん

ぶ

み

ち

は

る

か

い

U・
て

南
部
逍
虚
に
み
や
り
て
、
料

rの
用
に
泊
る

-
'
：
’
安
久
律
松
嶋
¢
此
迄
＇
叫
人
共
二
歩
り
。
．
リ

由
強
降
ル
。
エ
困
―
―
衷

_―
 

ニ
後
略
）

「

z,卜
v
文
小

9

、
―
こ
よ
る
）

（

＇

ィ

り

1
イ
．
＇
，

た
つ
く
さ
つ
は
も
の

臭
草
や
兵
ど
も
か
夢
の
跡

ら

は

な

か

ね

ふ

さ

し

ら

ヵ

卯

の

花

に

兼

房

み

ゆ

る

白

毛

か

な

曽

良

恥

[m即
ぃ
た
る
．
i
伽
疇
似
す
。
叫
賛
は
一

1

ム
将
の
像
を
の
こ
し
、
口
ぶ
:
ら
は
一

1

代
の
い
が
印

さ

ん

ぞ

ん

あ

ん

ち

も

り

た

庄

と

び

ら

こ

が

ね

さ

ら

せ

つ

く

ら

め
、
ム
・
一
尊
の
仏
を
安
買
す
じ
宝
散
う
せ
て
珠
の
扉
風
に
や
ふ
れ
、
金
の
柱
石
苔
に
朽

す

≪

て

に

た

い

く

ら

ぎ

よ

く

ざ

む

ら

な

る

し

め

ん

あ

ら

た

か

こ

み

い

ら

か

お

心

ひ

し

り

ぐ

し

ば

ら

く

せ

ん

て
、
既
狛
廃
空
虚
の
記
と
成
べ
ぎ
を
、
四
面
新
に
闊
て
、
位
を
投
て
風
雨
を
没
刊
叶
千

ざ

い

か

た

み

歳
の
心
念
と
は
な
れ
り

ざ

み

だ

れ

ふ

り

び

ヵ

り

だ

ら

・
九
月
由
の
降
の
こ
し
て
や
光
常



涌
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↑
▽
大
手
口
坂

津
（
磐
井
郡
流
郷
涌
津
村
）

①
安
久
津

R
3
2
丁
3
2
間
（
但
金
沢
迄
）
。
⑥
-
リ
。

⑪
松
嶋
よ
り
此
迄
両
人
共
二
歩
行
。
雨
強
降
ル
、
馬
二
乗
。

⑲

1
丁

20
間。

▽
長
た
ん
坂

以
上
の
所
見
に
対
し
て
、

言

胃

艮

随

行

日

ゴ

叫

▽

占

絵

図

一

図
宮
城
県
図
書
館
蔵
絵
図
⑧
安
、
水
風
七
叫

そ
の
後
次
の
如
く
訂
正
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
こ
と
を
発
見
し
た
。

つ
ま
り
当
時
街
道
が
、
金
沢
川
北
~
几
を
＾
閃
へ
向
か
う
も
の
と
、
金
沢
泊
水
一
関

と
し
よ
う

と
金
沢
川
を
一
．
度
渡
渉
し
て
ゆ
く
も
の
と
か
あ
っ
た
こ
と
て
あ
る
。
こ
の
二
街
道

は
、
大
門
坂
の
付
近
で
合
流
し
て
い
る
。
と
す
る
と
一
閃
へ
「
三
里
十
二
J

拾
間
」

る
機
会
を
得
て
、

厄
禄
の
古
絵
図

（
宮
城
県
図
渇
館
伊
心
文
ル
に
較
べ
て
小
規
校
て
粘
訓
て
は
な
い
）

を
見

〔
附
記
〕

金
沢
か
ら
一
閃
へ
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
後
登
米
町
懐
古
館
の

⑭
3
里
。
⑪
雨
降
出
ル
。

〔注
1
1
宿
駅
な
し
〕

（
上
沼
新
田
町
11
長
根
町
ト
モ
）
↓
登
米
郡
上
沼
村

⑲

5
丁。

⑭
一
閃
黄
昏
二
着
。
合
羽
モ
ト
ヲ
ル
也
。
宿
ス
。

R
3
里
。

関
（
磐
井
郡
西
岩
井
一
関
村
）

ー。J
 

i
 

登

米

〔
推
定
行
程

約
十
里
〕

元
禄
2
年

5
月

12
日

（
陽
暦

本

きnllff 

次
に
金
沢
の
記
述
を
引
用
し
、
そ
の
批
判
を
通
し
て
、
所
見
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

加
え
た
。

ほ
そ
道
」
を
た
す
ね
て
』
が
あ
る
。

六
月
―
―
十
八
日
）

▽

大

門

坂

⑱

2
T
3
0
間。

▽
金
沢
川
歩
渡

こ
の
晶
述
に
も
と
づ
い
て
、
宕
手
肌
内
の
色
代
の
辿
過
泊
路
と
、
そ
の
沿
近
の
文
化

財
な
ど
に
つ
い
て
粕
細
に
論
述
し
た
も
の
に
、
金
沢
規
雄
〔
敬
称
略
）

の
『
「
お
く
の

我
々
は
晶
巾
に
則
し
て
、
古
絵
図
を
参
考
に
、
実
地
を
調
在
し
て
、
長
い
間
か
か
っ

て
検
討
を
加
え
た
結
果
、
金
沢
の
説
に
納
得
し
得
な
い
と
い
う
鈷
論
に
逹
し
た
。

こ
の
検
討
に
当
っ
て
は
、
地
元
花
泉
町
教
育
委
員
会
と
宮
城
県
岩
ヶ
崎
町
、
教
育
委

員
会
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
史
家
と
協
議
す
る
と
共
に
、
実
地
に
踏
在
し
て
検
討
を

⑯
輻
ー
間
・
深

l
尺。

k
i
 

’,r 
、Y
,

．

▽
金
沢
川
歩
渡

R
清
水
町
江

1
0
f
6
間
。
R
中

7
文
・
⑬

5
文
・
囲

4
文。

⑭
．
関
町
汀
3
里

11
丁

10
間
°
諷

586文
・
情

57
文
・
由

43
文。

＠
•
[
リ
（
但
＾
関
迄
）
。
皆
山
坂
也
。

⑲
幅

6
間
・
深

1
尺。

水
（
磐
井
郡
流
郷
清
水
村
）

R
3
里

6
丁

42
間
（
注
11
金
沢
よ
り
一
関
迄
の
距
離
か
ら
、
前
掲
金
沢
↓
消

水
迄
の
距
離
を
減
じ
た
も
の
と
一
致
し
な
い
か
、
記
録
の
ま
ま
に
写
す
）
。

R
中

79
文
・
軽

52
文
・
由

39
文。

＠
加
沢
。

金度
'.  ― 

⑪
心
載
な
し
。
⑭
油
津
村
i
r
1
8
[
。
金
沢
町
江

1
2
[

ざ
わ沢

（
磐
井
郡
流
郷
金
沢
村
）

▽
金
沢
川
歩
渡

R
輻

10
間
・
深

7
寸
(

マ
マ

（
中
村
↑
磐
井
郡
流
郷
中
村
村
）

>
な
ら
坂
川
ル
渡
⑭
4
間
半
・
深
ー
尺

8
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口
~
ヽ

〔
＾
ぃ
ハ
八
几
年
じ
月
．

o
l
l
)

ぃ
ハ
軒
流
失
惣
而
流
橋
四
ト
ー
―

1

ヶ
所
御
蔵
共
水
入
面
米
与
過
半
相
成
川
除
用
水
御
普

出
て
い
な
い
田
舎
道
と
は
い
え

「
皆
山
坂
也
。
」
と
だ
け
の
出
述
か
ら
、

み
ち
の
く

『
宿
ス
。
』
と
は
、

死
四
十
七
人
、
牛
馬
九
疋
、
於
輪
岨
、
大
坂
御
城
米
舟
破
捐
有
之
越
中
之
内
大
十

て
、
よ
う
や
く
安
久
律
で
、
強
雨
の
た
め
馬
に
乗
り
、

（イ） 月
二
十
六
日
）

の
項
を
所
見
す
る
に
、

気
象
史
料
ー
』

（
「
磐
片
郡
流
令
沢
村
風
土
出
御
用
占
出
」
）
が
生
き
て
く
る
し
同
時
に
芭
蕉
た
ち
は
清
水

本
文
を
訂
正
て
き
な
い
の
て
、
こ
こ
に
付
刃
止
し
て
訂
正
し
た
い
。

し

f

金
沢
規
却
は
本
文
て
は
、
芭
蕉
．
曽
良
の
向
人
は
「
金
沢
（
加
決
）
か
ら
出
水
を
辿

賑
を
き
わ
め
て
い
た
は
す
の
「
有
壁
」
は
通
過
し
て
い
な
い
。
と
も
い
う
。

〔
附
品
〕

．
．
．
．
 

て
は
、
前
述
コ
ー
ス
を
通
過
す
る
と
す
れ
ば
、
金
沢
川
を
．

1

度
渡
渉

す
る
こ
と
に
な
り
、
門

il
の
大
候
か
ら
し
て
も
「
清
水
村
に
は
吃
寄
ら
な
か
っ
た
と
み

て
よ
い
」
と
一
応

"
l
E
し
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
~
正
を
是
認
し
た
い
。

と
す
る
と
、
金
沢
(
R
加
沢
）
↓
-
関
、
間
は
ど
の
口
追
』
を
通
過
し
た
こ
と
に
な

金
沢
規
雄
は
、
当

H

（
元
禄
二
年
五
月
十
二
日
）

（
原
因
房
刊
）

水
、
能
州
宇
出
津
之
内
六
十
軒
流
失
、

晶
所
大
半
流
失
。

の
う
ち
か
ら
、

の
火
候
か
ら
推
察
し
て
か
「
清
水

村
に
は
立
寄
ら
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、

ど
の
程
度
の
天
候
と

降
雨
届
を
さ
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
我
々
は
―
つ
の
賓
料
と
し
て
『

H
本
の

元
禄
一
．
年
五
月
十

1
1
(
．
六
八
九
年
大

能
登
、
越
中
点
国
、
大
園
、
洪
水
、
政
隣
晶
、

五
月
十
日
大
雨
、
柏
州
、
越
中
哄

町
之
内
幅
―
―
―
卜
四
間
計
之
川
出
米
、
男
女
溺

甲
斐
国
、
大
雨
、
洪
水
、

(
『
日
本
の
気
象
史
料

等
々
の
資
料
及
び
『
曽
良
随
行
日
記
』
の
五
月
十
一
．

H
前
後
の
大
候
を
（
あ
く
ま
て

推
量
）
同
日
記
か
ら
抜
店
の
う
え
推
察
し
て
み
る
に
芭
蕉
．
曽
良
の
両
人
は
前
述
の

し

ず

金
沢
規
雄
の
「
加
沢
か
ら
盾
水
を
通
っ
て
大
門
坂
に
か
か
り
、
鬼
死
骸
村
に
出
て
奥

州
街
適
に
出
、

や
か
て
一
関
城
下
に
人
っ
た
」
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
「
金
沢
川

牧
々
に
は
、
こ
の
説
を
全
面
的
に
合
定
す
る
確
た
る
府
料
を
持
ち
合
せ
て
い
な
い
。

か
．
関
地
方
の
栂
雨
入
り
は

6
月

19
日
頃
、
明
け
は

7
月

23
日
頃
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
年
に
よ
っ
て
は

5
月
下
旬
に
由
天
か
続
く
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
6
月
卜
旬
に
い
っ
た
ん
回
復
し
て
か
ら
本
格
的
な
梅
雨
に
入
る
の
か
普
通
と
い
わ
れ

て
い
る
。

か

ざ

わ

加
沢
↓
一
関
間
の
道
程
を
、
門
日
（
元
禄
二
年
五
月
十
―

-
H
)
の
天
候
及
び
当
地
方

に
散
見
て
き
る
古
絵
図
、
古
文
菖
、
国
留
等
を
総
合
し
て
み
た
。
ま
た
『
曽
良
随
行
日

う
わ

ー
叫
』
に
表
わ
れ
て
い
る
一
戸
今
・
上
詔
新
田
町
・
安
久
津
盆
涌
津
）

・
一
関
」
と
い
う
地
名
ー
叫
録
は
、
他
日
、
他
地
所
の
『
随
行
日
記
』
の
詳
細
と
比
較
照

合
し
て
み
る
に
、
甚
た
筒
略
を
ぎ
わ
め
、
戸
今
↓
安
久
津
間
の
途
中
記
録
を
抜
き
に
し

「
一
関
黄
昏
二
着
。
」
と
だ
け
に

•••• 

し
て
▽
合
羽
モ
ト
ヲ
ル
』
ほ
ど
の
雨
に
逹
い
な
か
ら
、
二
関
村
を
素
辿
し
て
一
関
村
に

．． 

歴
史
や
地
理
に
詳
し
い
は
す
の
曽
良
て
あ
り
な
か
ら
、
歌
枕
に
も

の
旅
の
寂
蓼
惑
と
と
も
に
、

面
に
う
た
れ
て
疲
労
困
態
の
両
人
の
姿
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
て
き
る
と
同
時
に
、
金
沢
規
雄
説
と
は
別
の
道
程
を
考
え
て
み
ざ
る
を
得
な

•
加
沢
（
金
沢
[
)

る
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
疑
間
が
お
こ
る
。
そ
こ
て
、

、̀
Aヵ

こゞt
 

歩
渡
り
を
一
一
度

l

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

て、

一
閃
城
下
へ
入
っ
た
し

L

と
み
て
い
る
。
大
門
坂
か
ら
は
、

H
と
鼻
の
先
ぎ
に
殷

を
通
っ
て
、

大
門
坂
に
か
か
り
、

北
卜
し
て
鬼
死
骸
村
の
北
て
奥
州
街
道
に
出

‘、ヽ
ゃ
ヵ

ヘ
水
恙
込
む
、
東
ノ
野
は
半
分
仕
付
不
中
候
（
後
略
／
）

村
に
は
立
ち
寄
ら
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。

（ハ）

A

月
二
十
九
日

JC
禄
二
年
六
月
十
九
日

「
山
梨
県
水
害
史
」
五
月
二
十
九
日
朝
よ
り
水
出
で
村

LI) 

ヒ
月
十
五

（
一
六
八
九
年
八
月
四

ー』）

，
 



叩
刊
）
が
、
当
地
方
の
郷
七
史
家
の
中
に
は
、
そ
の
信
憑
性
を
欠
く
、

「
宿
ス
。
」

の
宿
は
金
森
利
平
又
は
白
士
氏
と
い
う

ニ
関
村
）
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
を
西
北
へ
の
直
を
下
り
な
か
ら
、
風
よ
け
松
林
か
ら
隙
見
て
き
る
已
関
村
の
田
畑
、

；
閃
村
の
町
並
へ
と
続
き
、

（
杉
莉
JE
ム
郎
校
註
、
宕
波
文

ふ
術
場
、
宿
次
里
数
に
つ
い
て
は
後
述
）

や
が
て
奥
州
街
道
へ
は
じ
め
て
出
、

と
い
え
ど
も
そ

＾
閃
城
下
の
地
じ
町

通
称
ヵ
ノ
。
ハ
庄
（
年
代
不
詳
。
現
在
は
通
称
屋
敷
名
と
な
っ
て
い
る
）

へ
か
か
り
、
そ

ま
ち

我
々
は
こ
の
推
測
を
さ
け
、
芭
蕉
、
曽
良
の
両
人
は
、
金
沢
町
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
、

東
往
還
で
あ
る
＾
関
街
道
(
-
関
側
で
は
石
巻
街
道
ま
た
は
金
沢
街
道
と
云
う
）

め
ぐ
り
、

直
接
登
り
か
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
金
沢
村
端
郷
の
大
槻
か
ら
飯
倉
山
の
東
麓
を

H

向
•
五
合
田
（
五
合
田
）
を
経
て
消
心
塚
杉
に
向
い
、
左
阿
し
な
か
ら
前

沢
の
西
に
出
、
東
に
燕
沢
、

西
に
牧
沢
（
と
も
に
牧
沢
村
）
部
落
を
見
な
か
ら
北
進
を

つ
づ
け
、
中
屋
敷
・
細
田
を
ぬ
け
て
追
分
（
現
、
県
立
南
光
病
院
前
）
に
か
か
っ

（
こ
れ
ま
て
は
「
皆
山
坂
」
）
と
み
る
。
こ
こ
で
右
折
す
れ
ば
滝
沢
村
、
金
田
村
（
千

厩
）
方
面
に
向
う
気
仙
街
道
と
な
る

G

こ
の
追
分
よ
り
西
寄
り
に
北
に
向
い
、
細
見
長

根
に
馬
歩
を
進
め
れ
ば
、

七
沢
部
落
に
点
在
す
る
農
家
を
左
眼
下
に
し
て
、
間
も
な
く

か
と
い
う
疑
間
が
わ
い
て
く
る
。

ば
馬
子
は
、

本
気
象
史
料
」
及
ひ
冨
曽
良
随
行

111rrL
』
笠
々
か
ら
推
ぢ
す
れ
は
安
久
沖
か
ら
馬
に
釆

っ
た
両
人
は
、
強
雨
の
中
を
、
地
几
の
馬

f
と
と
も
に
一
皆
山
坂
也

C

」
の
迅
を
通
る

こ
と
に
な
る
。
土
地
感
の
あ
る
馬

f
は
、
加
沢
か
ら
水
鼠
の
増
し
て
い
る
金
沢
川
を
ご

．． 

度
、
歩
渡
り
す
る
こ
と
を
さ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
れ

[
閃
へ
着
け
‘
は
、
す
ぐ
涌
律
へ
引
返
す
こ
と
で
あ
ろ
う
＇
そ
こ
で
割
合
平

坦
と
思
わ
れ
る
金
沢
川
の
北
芹
を
西
に
向
っ
て
進
む
と
程
な
く
大
門
坂
に
か
か
り
、

ん
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、

こ
か
ら
北
上
す
れ
ば
前
出
金
沢
規
雄
説
が
生
き
て
く
る
か
、
も
し
大
門
坂
口
ま
て
す
す

庄
ち

目
と
鼻
の
先
き
に
あ
る
有
壁
町
に
な
ぜ
宿
を
と
ら
な
か
っ
た
の

ilJ
ち、

ー

ー
ビ
）

ー

•
:
,
0

ー

I
9
-
t
松
嶋
ふ
此
迄
山
人
共
二
少
行
。

―
女
久
汁
印
強
降
几

11011"
ー一乗。

]
1
,＼、、

―

ー

IJ
り

併

lIl
坂
也
。

貨
昏
二
着
。

ヘ
ヽ そた

を
□

Il

(7) 

山

(6) 

よ
り
申
ヒ
候
。

⑯
長

6
間
・
横

2
間

⑭
平
呆
迄

1
里
半
。

R
山
日
町
宿
場
は
、
中
里
村
山

H
村
入
合
之
所
＿
iifu
町
ハ
中
里
村
分
ニ

マ
チ

御
座
候
得
共
駅
場
銘
義
ぶ
止
ー
ロ
よ
り
山
日
町
と
申
候
れ
。

⑭
伊
沢
郡
前
沢
町
江

3
里

6
r
。

⑧
中

134
文
・
⑰

89
文

3

▽
て
る
い
堰
橋

日
（
磐
井
郡
西
磐
井
山
目
村
）

JI I 
゜

▽

岩

井

川

栢

⑱

長

54
間
・
横

3
間
。
R
一
関
村
・
山
目
村
片
瀬
片

⑪
-

9

 

R
当
所
一
関
町
宿
場
―
―
御
座
候
処
他
村
江
之
宿
次
里
数
等
之
儀
ご
一
関
村

R
1
7
T
。
R
中

22
文
・
肉

11
文。

関

〔
巳
剋
よ
り
申
上
剋
ま
て
。
推
定
行
程
約

4
里〕

元
禄
2
年

5
月

13
日

（
陽
謄
六
月
二
十
九

H
)
、

を
前
品
金
沢
規
雄
の
出
述
を
見
る
と
次
の
如
く
て
あ
る
。

の
か
、
今
後
の
研
究
を
ま
つ
し
か
な
い
。

っ
て
、

「
+
」
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
と
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い

つ
い
で
十
．

1

1

日
は
「
天
気
明
。
巳
ノ
剋
ョ
リ
平
泉
へ
趣

C

」
と
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ

も
記
さ
ず

(-5E、

れ
を
不
＂
定
す
る
も
の
も
ま
た
行
料
と
し
て
は
乏
し
い
い
そ
の
他
の
況
も
あ
る
か
、
火
づ

＾
関
に
も
検
断
あ
り
）
、

た
が
前
日
の
戸
今
の
よ
う
に
検
断
に
も
届
出
す
、
そ
の
う
え
何
某
の
家
に
宿
泊
し
た
と

（
マ
マ
）

た
た
「
丁
水
風
呂
敷
ヲ
シ
テ
待
，
一
と
云

一
閉
こ
ー

.. ，11」

j

r

>

、

1

（
随
釘

ll
晶
十
二

ll
の
と
こ
ろ
に
、

け
の
打
料
と
し
て
は
今
後
の
凋
査
に
待
ち
た
い
し

m
の
窟
泊
晶
号
か
あ
る
。
〕

10 



泉
（
磐
井
郡
西
磐
井
平
泉
村
）

堂
ハ
別
酋
留
守
ニ
テ
不
間
い
金
姐
山
見
ル
。

ろ
う
。
曽
良
は
こ
こ
で
も
ま
た
十
一

•
L
J記
述
と
違
っ
て

余
リ
奥
也
）

上
弐
里
半
卜
云
凡
弐
リ
ニ
近
シ
。
」
と
割
合
正
確
に
記
録
し
て
い
る

C

山
は
胆
沢
郡
衣
川
村
上
衣
川
地
内
と
確
認
し
て
い
る

3

ま
た
芭
蕉
．
曽
良
の
両
人
か
泉
城
ま
で
足
を
の
ば
し
た
か
ど
う
か
、

と
読
合
せ
た
う
え
で
、

っ
た
と
み
る
。
こ
の
白
山
か
ら
和
泉
城
跡
へ
は
、
距
離
に
し
て
約
ー
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

時
間
に
し
て
徒
歩
約
十
五
分
の
位
附
（
平
泉
町
字
泉
城

3
)
に
現
存
し
て
あ
る
し

随
行

LI
記
の
中
「
月
山
・
，
1
山
フ
見
る
。
」

の
ー
叫
述
か
ら
、
両
人
は

そ
の
中
て
杉
浦
正
一
郎
校
註
（
岩
波
文
叩
の
）

る。
(8) 

平

一
白
山
」

へ
人

さ
ら
に
ャ
泉
に

R
高
館
・
衣
川
・
衣
ぷ
因
・
中
尊
寺
別
当
案
内
光
堂
金
色
守
．
泉
城
・
さ
く
ら
川
・

さ
く
ら
山
・
秀
乎
や
し
き
等
見
ル
。
泉
城
ョ
リ
西
霧
山
見
ゆ
ル
ト
ム
屁
見
ヘ

ス
。
ク
ソ
コ
ク
ガ
岩
ヤ
ヘ
不
行
。
一
．．
 

十
町
有
由
。
月
山
・
白
山
フ
見
ル
。
紆

シ
ミ
ン
咋
、
北
址
劫
院
跡
見
＇

（
午
前
十
時
頃
）

こ
れ
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
十

1

―-Fl
は
「
天
気
明
。
巳
ノ
剋
ョ
リ
平
泉
へ
趣
。
」
と
あ

り
、
そ
の
道
筋
は
一
関
（
地
主
町
）
か
ら
磐
井
橋
を
渡
り
、
山
目
村
の
鍛
冶
町
を
北

マ
チ

上
、
延
喜
式
内
社
の
配
ぷ
和
神
社
を
左
に
み
て
山

H
町
（
中
里
村
）
へ
か
か
り
、
現
国

道

4
号
線
ぞ
い
に
さ
ら
に
北
に
す
す
む
。
中
里
村
を
過
ぎ
る
頃
に
は
右
前
方
に
遠
く

た

ば

し

ね

（

さ

く

ら

山

）

お

お

さ

束
稲
山
を
吼
み
な
が
ら
大
佐
•
佐
野
・
祇
瀾
部
治
等
を
通
過
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

マ
マ

こ
の
間
は
い
わ
ゆ
る
奥
州
街
道
（
当
地
の
元
禄
古
絵
図
て
は
中
海
道
）
又
は
（
大
正

二
年
測
図
で
は
、
陸
羽
街
道
と
い
わ
れ
て
い
る
）
で
、
道
路
の
状
態
も
割
合
よ
か
っ
た

（
伊
沢
八
幡
壱
リ

「
一
リ
山

Fl‘

壱
リ
半
平
泉
へ
以

着
い
て
か
ら
は
、
前
述
⑧
平
泉
①
の
如
く
克
明
に
出
述
し
て
い
る
。

泉
城
ヨ
リ
西

「
森
山
見
ゆ
ル
ト
云
庄
見
ヘ
ス
u

」

の
註
に
、
霧
山
は
平
泉
町
に
あ
り
。
と
記
述
さ
れ
て
い
る
か
、
我
々
の
凋
在
て
は
、
霧

と
い
う
点
に
つ

い
て
も
、
本
文
の
「
衣
川
は
和
泉
が
城
を
巡
り
て
、
高
館
の
下
に
て
大
河
に
落
入
」

さ
ら
に
実
地
踏
府
し
た
結
果
次
き
の
こ
と
か
ぢ
察
さ
れ
た
＇

平
泉
以
北
へ
も
り
脚
の
旅
を
紐
け
た
と
い
う
郷
十
史
家
も
い
る
か
、

宕
ヤ
」

に
も
洞
料
の
跡
は
現
存
し
て
い
る
（

9

お
く
の
ほ
そ

か
つ
て
は
そ
の
両
窟
は
貫
通
し
て
お
り
、

た
と
い
う
伝
説
を
地
．
厄
の
誰
か
に
聞
い
た
も
の
か
。

但
し
、
霧
山
に
も
ー、 1

夕

ツ

コ

ク

ガ

か
、
そ
れ
と
も
地
尤
の
仏
説
に

「
タ
ソ
コ
ク
が
岩
ヤ
」

に
は
蝦
夷
の
悪
路

L
か
什
み
、

ッ
コ
ク
ガ
宕
ヤ
’
[
に
ふ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、

あ
る
い
は
＊
前
に
承
知
し
て

い
た
の

察
せ
ざ
る
を
得
な
い
ぃ

月
山
・
白
山
」
か
ら
は
と
う
て
い
見
え
る
は
ず
の
な
い
―
夕

な
せ
曽
良
は
弱
山
と
「
タ
ゾ
コ
ク
ガ
店
ヤ
ヘ
不
行
。
」
を
並
記
し
た
か
に
つ
い
て
も
考

い
う
見
解
を
し
て
い
る
研
究
家
も
い
る
。

ヘ
ス
。
」
を
屯
ね
な
か
ら
の
現
地
凋
介
の
結
集
、
本
文
・
日
心
と
も
こ
の
佑
娯
は
、
先

っ
て
我
々
は
、
芭
蕉
・
曽
良
の
両
人
は
、
こ
の
和
呆
城
ま
て
足
を
の
は
し
、
衣
川
の
流

勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
月
山
（
胆
沢
郡
衣
川
村

F
衣
川
）

の
歴
史

K
の
瑣
跡
か
見
ら
れ
る
＇
歌
枕
・
名
勝
・
旧
跡
を
探
ね
歩
く
両
人
に
と
っ
て
、

ぶ
窃
山
…
…
し
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
も
う
一
歩
の
つ
っ
こ
み
不
足
も
さ
り
な
か

ら
、
地
元
郷
土
史
家
の
問
て
も
「
和
泉
城
ョ
リ
西
」
方
の
山
砂
い
山
は

宮
城
の
一
＿
＿
限
に
ま
た
か
る
柴
駒
山
（
須
川
岳
〗

や
、
衣
川
柵
跡
笠
々
．
止

、
岩T
•

秋
田
・

て
、
前
日
の
強
雨
の
あ
と
の
「
天
気

明
3

」
て
、
山
（
栗
駒
山
）
は
祝
に
か
す
ん
て
見
え
な
か
っ
た
の
て
は
な
か
ろ
う
か
と

牧
々
は
日
記
の
「
森
山
：
．．．． 
」
に
続
ぎ
「
タ
ノ
コ
ク
ガ
岩
ヤ
ヘ
不
，
汀
（
」
の
条
て
、

祝
山
に
は
赤
頭
と
い
う
蝦
夷
が
仕
ん
て
お
り
、
常
に
往
米
か
あ
っ
て
旅
人
を
な
や
ま
し

さ
ら
に
気
仙
地

h
ま
て
延
ひ
て
い
っ
た
と
い
う
伝
爪
か
あ
っ
て
、
義
舒

4
仔
説
の
こ
宜

料
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
現
在
て
も
云
い
伝
え
に
な
っ
て
い
る
し

る。 折
角
み
ち
の
く
ま
で
油
ね
な
か
ら
、

J

れ
ら
を
見
格
す
は
す
か
な
い
と
も
ち
え
ら
れ

こ、
、”“,

さ
ら

衣
川
を
は
さ
ん
て
西
側
に
は
、
＇
妬
杵
：
・

11、
慈
宜
大
帥
か
白
山
と

M
時
に

水
を

H
の
あ
た
り
に
し
た
も
の
と
解
し
た
い

C

ぎ
に
述
べ
た
，
1
山
よ
り
は
叩
見
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
小
可
能
て
あ
っ
た
と
思
う

Q

従

本
文
「
衣
川
は
和
泉
が
城
を
巡
り
て

泉
城
ヨ
リ
西

と
随
行
日
品
「
霧
山
見
ゆ
ル
ト
云
庄
見

11 



(1q (9) 

▽
て
し
め
ん
坂

天
気
吉
。

店

手

郡

之

内

。

一

ノ

ハ

ザ

マ

三

ノ

ハ

ザ

マ

一
ノ
関
ヲ
立
。
四
リ
／
岩
ヶ
崎
淡
庭
大
隅
一
す
（
真
坂

r
栗

原

郡

也

。

栗

原

郡

也

岩
ヶ
崎
（
栗
原
郡
三
迫
岩
ヶ
崎
村
）

一
元
禄
二
年
五
月
十
四
日

此
ノ
間
二
ニ
ノ
ハ
ザ
マ
有
。

岩

崎

ふ

金

成

へ

行

中

程

i

―
つ
く
も
橋
有
。

R
―
―
一
迫
の
岩
崎
村

後
品
の
「
曽
良
随
行
日
記
」
に
記
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
天
候
は
良
好
て
あ
っ
た
よ
う

て
、
宿
を
立
っ
た
両
人
は
、
十
一
一
日
に
一
関
へ
入
っ
た
道
を
逆
に
奥
州
街
道
を
南
下
す

▽
大
橋

▽
ひ

x
塚

⑮
1
丁。

（
「
店
波
文
庫
本
」
に
よ
る
）

丘
月
十
四
日
ま
で
の
道
筋
を
調
介
し
た
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す

C

て
、
宮
城
県
金
成
町
へ
と
「
道
」
は
統
い
て
い
く

C

▽
女
こ
ろ
し
坂

⑲
長

8
間
・
横

2
間。

の
背
丈
以
上
も
あ
る
荒
れ
果
て
た
雑
木
林
を
約
百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
北
に
向
っ
て
上
る

と
、
路
輻
の
は
っ
き
り
確
認
の
で
き
る
道
が
あ
り
、

あ
る
）
塚
は
、

そ
の
―
つ
は
高
サ
約

3
メ
ー
ト
ル
、

つ
は
高
サ
約
五
メ
ー
ト
ル
、

さ
ら
に
百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
先
へ

上
経
が
約

4
メ
ー
ト
ル
、
も
う
一

上
経
が
約

4
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
二
つ
の
塚
か
道
を
は
さ
ん

て
相
対
し
て
い
る
。
こ
の
山
道
も
こ
こ
か
ら
は
下
り
坂
と
な
っ
て
二
百
メ
ー
ト
ル
程
し

以
上
で
、
元
禄
二
年
五
月
十
二
日
戸
今
か
ら
ー
関
11
平
泉
1
1

一
関
11
料
ヶ
崎
と
、

▽
一
塚
坂

⑲

2
T
3
8
間。

⑲
1
丁

50
間。

進
む
と
、

一
里
塚
と
わ
か
る
大
き
な
塚
が
一
二
つ
あ
る
。

（
元
禄
絵
図
に
も
こ
の
塚
印
が

▽
よ
し
め
き
坂
（
栗
原
郡
・
吉
目
木
坂
）
⑲

1
丁

12
間。

▽
ひ
ち
ま
か
り
坂
⑲

3
丁

10
問。

R
3
T
2
間。

▽
大
阪

〔
推
定
行
程3

里

11
丁

10
間
。
R
中

124
文
・
⑬

83
．
由

52
文
R
4
リ

0

⑲
3
丁

20
間。

関

ろ
し
坂
と
」
い
う
坂
道
に
な
り
、

ほ
ど
ん
ど
稜
線
伝
い
に
走
っ
て
い
る
。
こ
の
坂
道
を

下
っ
た
辺
よ
り
田
甫
道
と
な
り
、
割
合
平
坦
な
道
か
続
く
。
こ
の
あ
た
り
は
旧
道
が
は

っ
き
り
し
て
お
り
、
往
時
の
ま
ま
と
云
わ
れ
て
い
る
。

カ
リ
マ
ク

ほ
ど
な
く
東
北
自
動
車
道
の
刈
又
ガ
ー
ト
を
く
ぐ
り
、
再
び
山
林
へ
と
入
る
。
人
間

約

14
里
強
〕

道
と
思
わ
れ
る
山
道
に
入
る
か
、
路
幅
も
さ
だ
か
で
な
い
現
状
て
、

＾
説
に
は
一
女
こ

元
禄

2
年

5
月

14
日
（
陽
暦
六
月
一
二
十
日
）

（
松
山
街
道
又
は

L
街
道
）
が
宮
城
県
栗
原
郡
店
ヶ
崎
へ
と
酉
下
し
て
い
く
(

分
岐
点
道
標
よ
り
約

4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
さ
ら
に
大
き
く
西
に
変
る
。

や

が

て

旧

街

を
引
用
し
な
が
ら
詳
記
す
る
。

塔
頭
知
證
院
（
無
）

・
瑞
泉
寺
•
長
昌
寺
等
か
櫛
比
し
て
並
び
、

そ
の
下
道
を
西
洵
道

道
』
の
本
文
並
び
に
「
曽
良
随
わ

H
汀
叫
」
を
見
る
限
り
確
た
る
行
料
の
捉
小
の
な
い
現

次
い
て
翌
る
十
四

H
の
条
を
再
度
金
沢
規
雄
『
「
お
く
の
ほ
道
」
を
た
す
ね
て
』
、

山
豊
谷
寺
（
現
・
無
、
）

.，
1
馬
山
刷
成
寺
・
満
願
寺
（
佃
，
）

・
大
慈
山
祥
雲
寺
・
同
寺

在
は
こ
の
説
を
今
回
は
侶
憑
性
に
欠
け
る
も
の
と
す
る
。

入
口
に
は
「
右
ハ
は
さ
ま
、
左
は
せ
ん
た
い
」
の
逍
梗
か
あ
り
、
附
近

1
m
軍
に
は
瑞
実

る
，
鬼
先
骸
村
に
人
る

f
"訓
の
台
町
て
奥
州
街
近
と
別
れ
、

西
南
に
向
う
こ
の
分
般
点

12 
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6
 

5
 

4
 

3

芭
蕉
句
集

2
 

お
く
の
ほ
そ
道

お
く
の
ほ
そ
道

校
孔
者
杉
浦
正
一
郎
（
岩
波
文

ieh)
岩
波
寿
店
昭
和
一
．．
 

十
二
年

訳
註
者
〗
繹
退
m
（
角
川
文
b
t
i
)
角
川
甚
店
昭
和
四
|
亡
年

1
1
大
谷
篤
蔵

校
註
オ
中
村
俊
定

糾
集
人
渡
辺

参

考

文

献

武

芭

蕉

文

化

校

注

者

杉

浦

叩

郎

紅

m
五
11
本
古
典
文
学
大
系

46

芭
蕉
庵
桃
村
著
者
中
山
義
秀
中
央
公
論
社
昭
和
四
卜
九
年

．
関
市
史
第
四
巻
地
域
史
一
関
市
史
編
纂
委
員
会
昭
和
五
十
．
一
年

一
関
市
史
第
七
巻
賓
料
編
⑪
｛
関
巾
史
編
纂
委
員
会
昭
和
五
卜
：

q

源
訪
近
代
史
諏
訪
教
育
会
昭
和
四
十
一
年

太
隔
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
地
図
江
戸
•
明
治
・
現
代

4

平
凡
社
昭
和
五
十

q

一
年

松
尾
芭
蕉
日
本
を
創
っ
た
人
び
と

1
8
著
者
尾
形
仇
平
凡
礼
昭
和
五
ト
一
•
1

年
＇

一
関
の
芭
蕉
の
宿
奥
羽
史
談
第
ト
一
号

i

者
者
小
林
文
夫
昭
和
．
一
卜
八
年

磐
井
郡
金
沢
流
風
土
記
御
用
書
出

お
く
の
ほ
そ
道
を
た
ず
ね
て
著
者
金
沢
規
夫
宝
文
竜
昭
和
四
卜
じ
年

奥
州
街
道
宿
駅
制
の
研
究

元
禄
十
二
年
古
絵
図
一
関
藩
八
巻
一
雄
蔵

元
緑
十
二
年
古
絵
図
仙
台
藩
御
領
絵
図
宮
城
県
登
米
・
懐
古
館
蔵

文
化
十
五
年
鬼
死
骸
村
絵
図
千
葉
孝
蔵

奥
州
道
一
江
戸
時
代
凶
誌
7

編
者
芳
賀
登
筑
摩
書
房
昭
和
五
十
二
年

仙

台

の

散

策

監

修

佐

々

久

宝

文

堂

昭

和

四

十

八

年

宮
城
県
の
歴
史
散
歩
紅
四
5
謬
m紐
畔
紐
科
山
川
出
版
社
昭
和
四
卜
七
年

奥
州
仙
台
領
遠
見
記
古
文
甚
を
読
む
会
糾
宮
城
県
図
書
館
内

芭
蕉
そ
の
旅
と
俳
詣
著
者
広
未
保
日
本
放
送
出
版
協
会

奥
の
細
追
吟
行
上
・
下
著
者
加
藤
鍬
祁
平
凡
社
昭
和
四
十
九
年

俳
詣
の
乞
会
人
著
者
四
方
山
径
文
潮
社
昭
和
二
十
二
年

芭
焦
の
論
著
者
山
下
一
面
桜
楓
社
昭
和
五
十
一
年

芭
焦
．
蕪
村
図
説
日
本
の
古
典

14

著
者
代
表
白
石
悌
一
．
ー
集
英
村
昭
和
れ
十
一
・
年
＇

陸
奥
道
中
案
内
絵
図
疫
応
年
問
檀
本
玉
蘭
斎
謙
識

考
証
元
禄
時
代
著
名
稲
坦
史
生
地
府
出
版
昭
和
五
卜
年

国
文
学
「
解
釈
と
鑑
宜
」
第

43
原

し

り

占

典

11家
の
肖
像
山
ド
一
海

五
十
三
年

よ
み
が
え
る
秘
宝

府
手

H
報
礼

H
本
古
典
文
学
大
系

45

昭
和
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番号 l名 称

I 嘉永の松の婢

2 庚中

3 追分

4 豊隆神社

5 長禅寺

6 八幡神社

7 宝珠院Lil門
8 千手観音立像， 八幡神社

10 大槻舘跡

11 愛宕地蔵権現供投碑

12 芭蕉行脚の碑

13 涵心塚杉

14 愛宕地蔵権視供投碑

15 山神社

16 八幡神社

17 神明社

18 豊隆神社供投碑

19 豊隆,{-j碑

20 稲(o'j神社

21 明治天皇行在1所跡

22 啓井橋

23 旧金森求跡

24 旧白土家跡

25 延命地蔵諄堂

26 配志和神社道標

27 配志和神社供投碑

28 紀志和神社句碑

29 配志和神社

30 大槻宅（大肝入）

31 龍沢寺1wr•1

32 龍沢寺鉄秘’に臣印搭

33 型観音立像（永泉寺）

34 少名彦神社

35 八坂神社

36 品舘（義託堂）

37 無拉光院跡

38 柳の御所跡

39 金色堂

40 大長寿院経成

41 芭蕉句碑

42 白山神社

43 衣川

44 北上川

45 平泉文化史館

46 毛越寺

47 芭俎句仰

48 中芍寺本坊

49 金旭山

50 碑北の方母子の慕

51 .{_j製雀盤宝珠

52 平泉陣物館

53 観自在王院跡

54 泉ケ城

55 月山

56 衣関（衣川潰跡）

57 琵逓の揖跡

58 弁才天堂

59 舘山（一関di)

60 八幡神社

61 桑師如来（願成寺）

62 一切経蔵（祥衷寺）

63 建部消庵頌徳碑（祥実寺）

64 道標

65 . 瑞川寺

66 大安寺跡

67 時の大妓 （長昌寺）

68 豊吉の廷

69 一里塚
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